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よX19日の2日 に亘 り,それぞれ福井市で実施 した,以 下




,シ ャーベ ッ ト区間5m,制躯 問8伽 のア
スファル ト道路(計235m)で2tトラックを用いて行っ




図一2シ ャーベ ッ ト路面における車両通過後の路面雪氷状況
(2006年2月15日12:00,福井県運動公園)
た,2tト ラ ックは長 さ52m,幅22m,高 さ2,3mおよび重






















































測定項目 使用機器 測点 収集





















































































図 一7飛 散 密 度 の 空 間 分布
3,飛 散 実験 結 果
31シ ャー ベ ッ ト質量 含氷率
E帯Nvの 質量 含氷 率(佑)の 頻度 分布 は図一5に示す と
お りで あ り,0.25～Q.35が1,0.35～0.45が3,4.45^-d.55が4
であった.他 方,Exl}Mvの頻 度 はx.35～0.45が1,0.45～0.55
が9,0、55～0.65が3,0フ5～0召5が5,0.85～0.95が1であっ
た,
図一6はE}q}Mvの車両 通過前 と通過 後 の亀 の関係 を示す,





を意味 し,同 図の縦軸に示す,横 軸は飛散距離L.(m)で





1ピー ク)を とり,そ の後L.の増大に伴 って一旦減少 した
後,再 び極大値(第2ピ ーク)を とりsゼ ロに向か う.こ
うしたダブル ピーク型に対 して,(湘e3の」trsはrS≦3mまで





関係を示す,中 型車の ち耶は臨=0.61～0"を境 として,大
きく変化す る.亀くa.61の4熈は中型車(O)と普通車(●)
に関係 なくHS(㎜)に 比例 して次式のように非線形に増
大す る,
 ',max  = 2.6  +  1.210  s)(Exp  Mv,  , 0.44 C  Bice C  0.61  Exp — Nv, 0.30  Bice  5 0.52







の関係 を示す,嶋 は図一フに示 した飛散密度(ηゆ を積算
した値 である,中 型車のデータに限られるが,1臨とHSの
関係は ち幽とHSの関係 と同様に,臨=・fl.d1～0.75で大きく










 M„  =  0.1111 s  (Exp  —  Mv,  0.44  5_  Bice  5.  0.  61)
 .11/1  sa =  0.08H  ,
(2)
 (Exp  —  Mv,  0.30  Oke  c 0.52) (3)
嶋 は同じ`Sの場合,中 型車の方で相対的に大 きい.一
方,亀 ≧x.75では飛散 し難い ことから 嶋(△)は,HSに








係)が 得 られ る,
(iv)以上よ り,任意区間(五,～L2)への飛散量(MQ)は次
式によ り求まる,








(kgfm)で除 して行われ,こ れを無次元飛散密度(磁 う と
称する.またL.をL,,川で除 したものを無次元飛散距離(ゆ
とする,図一10に示すよ うにTデー タのば らつきはあるが,
磁'はA・Sに係 りな くj5'の4次関数で与えられる.
   4 1 
 M: =a„V , 
 n=O
:) ④
ここに,式④ 中の係数 角～σ4は表一2に示す値 で与えられる,
なお,中 型車における重相関係数は α87,普通車では α83
であった,ま た,中 型車での ルボの標準偏差は0,10で,普
通車では α05であ り,普通車より中型車でば らっきが大き

























iの 約14倍 とな る・
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